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έҼ╕ 

Ͻк˔Низ˔ЍЄАФπΩϜ σάρ:  
ζϦψʺˮᴡϬ ᾠβϥΤ˯ιΪπψσΨʺˮςΞ ᾠβϥΤ˯ 

₈άζ χˮֽ῎πз˔Ѝ˔ЄАФ ṉ˯πΦϥ ϒ 

 

グローバルシーンで活躍するビジネス 

リーダー達の能力は、単に英語力テストの 

ハイスコアのみでは測り知れません。 
ロジック、エンパシー、ボディランゲージ、
そしてプロアクティブな意思決定などを 

駆使し、物事を進め、成し遂げる。 

それこそが、ビジネスで最も重要かつ不可欠
な要素です。 
本プログラム「英語deリーダーシップ」は 

英語で行われるビジネスマネジメント 

トレーニングプログラムです。 

 

英語deリーダーシップ®が掲げる目標は２つ。
РЅКІЄ˔рπ βϥֽ῎πχ 

ЀЬвИϾ˔Єдр χΰ 、そして 

ᵦ χϯϱДϯϞ ˑϬὌΩθϛτ ᴦὧ
σЫКЅЮрЕІϺиχΰ です。 

Ѐ˔І  
 

É ロジカルシンキングスキル 
É リスニングスキル 
É タイムマネジメントスキル 
É オープンネス・フレンドリー
ネススキル 

É ボディーランゲージ 
É プロフェッショナルスタイル 



ФкϽжЭχ  

1. Ͻк˔НиРЅКІз˔Ѝ˔τώήϩΰΜʺˮ ˑρΰθֽ῎˯Ϭ  

2. Ͻк˔НиЫϱрЖ     

3. РЅКІπ τσϥІϺиΥ τνΨ 

Å 英語を学ぶのではなく、現在の英語力を駆使し、現場で英語を使う手ごたえを感じる。 
Å TOEICスコアでは測れないコミュニケーションスキルを非言語コミュニケーションの活用も交え 
      向上させる。 
Å 実際のビジネスシーンを想定しケーススタディーを使ったロールプレイ 

Å 文化が異なる人々と関わる際の心得えを学び、正しい英語にのみ固執せず、通じる英語の実践。 
Å 魅力あるプレゼンテーションや他者へのフィードバック・指示の与え方を実習し、効果的な 
     コミュニケーションに必要な「マインド」を学びます。 
Å 「まずはやってみる」というチャレンジ精神を常に持ち、失敗があっても常にアクションを 
     起こし続ける姿勢。 

Å 魅力あるプレゼンテーションや他者へのフィードバック・指示の与え方を実習できる。 
Å 会議を活性化させ、目指すゴール（合意に基づく結果）に向かって参加者をリードする 
     ファシリテ-ションの基礎が学べる。 



Σẁ χ  

英語に限らず、日本語で行う社内の 
会議にも役立つことが多かった。 
日本国内でのコミュニケーションにも
大切なことばかりなので、日常的に 
意識して業務に活かそうと思います。 

海外の方とビジネスを進める上で
大事な事を体系的、実践的に学ぶ
ことができて良かった。 

このような研修を受ける以前に、 
もっと英語力を持たないといけないと 
強く感じましたが、実際に使う 

イメージが沸き、日常的に英語を使う 
ことに意識を向けられるようになりました。 

The training program was amazing!  
Bryan had accurately gotten all the points that 
the employees working in global departments 

that are not in supervising position in our 
company face and have to deal with daily. 

バイリンガルも、ここまで優れた方に
なかなか出会えず、素晴らしい先生を
迎えられたとうれしかったです。 

 
私たちの足りない部分を的確に修正し、
また、ポジティブに講義を進めて 
くださった点が印象的でした。 



ЀрГрБ ᵒ 

効果的なコミュニケーションには：相手を知
り、メッセージをロジカルかつ明確に発し、 
アイデアや考えを交換しあい、互いに同意 
しあうことが不可欠です。  
コミュニケーションは相互理解のために 
あるのです。コミュニケ-ション能力が高い 
ということは、相手を知ろうとする姿勢を 
持ち、自分を明確に表現する力が高いという
ことです。 
 
英語deリーダーシップ®では「伝わる 
グローバルコミュニケーション」実現のため
に“RCE”３つの視点から学んでいきます。 
 
国境を越えて出会う様々な人々：上司、 
席を並べる同僚、あなたの指示を仰ぐ部下、
または世界中の大切なお客様と絆を 
深められるコミュニケーション力向上を 
目指します。 
 

ˮ ϩϥϽк˔НиЀЬвИϾ˔Єдр˯םᾝχθϛχ͏νχ♪  



ЀрГрБ ᵒ 

ˮ ϩϥϽк˔НиЀЬвИϾ˔Єдр˯םᾝχθϛχ͏νχ♪  

йІЪрЄУІС˔ϺрϽ 

ЫКЅЮрЕ 

῞βϥЈиТϱрЕкЍϼЄдр 

ϵТϴϼГϰУЮАЈ˔ЅрϽ 

РЅКІФйЉрГ˔Єдр 

σТϰ˔ЖНАϼ 

¬ϺаАЎЩ˔иºϸрНЈ˔Єдр 

ᵔẶ  

ϯЂ˔ГϰУКІ 

ϵТϴϼГϰУ Ь˔ГϰрϽ 

ТϮЄзГ˔Єдр 

Receiving  йЄ˔РрϽ 
 

他者の意見やアイデアなどをアクティブに見聞きする訓練をします。 
重要な情報を探し出し、また他者へ情報提供を頼む時の方法を学び、 
自分に必要な情報の集め方を習得します。 

Conveying  ЀрЦϱрϽ 
 

他者へ情報、意見、指示等の効果的な提供方法を「LOGICAL・
CONFIDENCE・PROFESSIONAL」な観点で学びます。 
魅力あるプレゼンテーションや他者へのフィードバック・指示の与え方
を実習し、グローバルビジネスの様々な場面における「効果的な 
コミュニケーション」に必要な「マインドセット」を学びます。 

Exchanging  ϵϼІЎϴрЅрϽ 
 

互いが考えを共有し、自由に質問しあい、常にRESPECTがベースにある
場合は、非常に効果的なコミュニケーションが生まれます。ここでは 
意見交換の方法や、意見の相違がある場合にはどう伝えるか、もし 
そういった場合でもどうしたら良い関係が構築できるかなどを 
ロールプレイで実践的に学びます。また、会議ファシリテ-ション法や 
ネゴシエーションでWin-Winな結果をもたらす術を習得します。 



ᾆ Фжр 

ЯЅв˔и РϻЗ˔Ѐ˔І ẘЀ˔І ϯЖНрІЀ˔І 

1. レスポンシブスピーキング ○ ○ ○ 

2. 文書マネジメント ― ○ ○ 

3. 成功するセルフイントロダクション ○ ○ ○ 

4. エフェクティブメッセージング ○ ○ ○ 

5. ビジネスプレゼンテーション ― ○ ○ 

6. 適切なフィードバック ― ○ ○ 

7. “キャッチボール”カンバセーション ○ ○ ○ 

8. 理解共有 ― ○ ○ 

9. アサーティブネス ― ― ○ 

10. エフェクティブミーティング ― ○ ○ 

11. ファシリテーション ― ― ○ 

全３セッション※ 全５セッション※ 全８セッション※ 

Ⱳḧ 
※１セッション=８時間（１日） 
（１セッション=４時間も可能ですが、その場合、セッション数が増えます。また最低時間は４時間になります。） 
ϸІЌЫϱЇ 
お客様の営業方針、人事育成方針をヒアリングさせていただき、ご相談の上で必要に応じたモジュールを選択し、
研修内容をカスタマイズすることが可能です。 

йЦиτ›ϩδοᾆ ФжрϬ   ˕Σẁ χИ˔Їτ›ϩδοϸІЌЫϱЇϜᴦ  



ЯЅв˔и 1: йІЪрЄУІС˔ϺрϽ 

OVERVIEW: 
エフェクティブコミュニケーションの要は、何を言われたのかを正しく理解することです。 しかし、話し
手のメッセージがわかりにくい時も多々あり、聞き手は、自身の理解度を上げるために、 
話し手へ積極的に質問する責任があります。 
このモジュールでは、冷静かつ自信を持って、話し手のメッセージをより深く理解する方法を 
学びます。 

SKILLS:  
Å 他者が何を言っているのかわからない時、その「場」のコントロール方法 
Å 理解を深めるための情報収集と質問の仕方 
Å 他者との関わりにおける効果的なボディランゲージの使い方 

Learn:  レスポンシブスピーキング RCCプロセス 

Practice:  
Å 自身がよく知らない分野について連絡してきた「海外拠点の同僚」への 
     返答 
Å これからビジネスを開始する「海外取引先」からのEメールへの返答 

By the end of this module, you will be able to:  
本モジュール終了後は、言われたことへの理解を深めつつ、正しくかつ素早く話し手へ対応法を 
理解できるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 2: ЫКЅЮрЕ 

OVERVIEW: 

母国語ではない言語で様々な文献やレポートなどを読む際、内容を十分に把握することが 

難しい時もあります。 

このモジュールでは、英語での大量の文章の「情報処理」の仕方を学び、より一層の読解力
アップを目指します。 

SKILLS:  
Å 文書情報の全体的な意味を取る＜スキミング＞の仕方を学ぶ 
Å ロジカルなノートテ―キング方法を学ぶ 

Learn:  
文書情報の全体的な意味を取るスキミングの仕方を学び、理解度アップへの 
マインドマップ構築 

Practice:  
ビジネス関連記事（例：ハーバードビジネスレビュー）を限られた時間内で 
読み解き、自身の理解度を確かめためにディスカッションを行う。 

By the end of this module, you will be able to:  
本モジュール終了後は、大量の英語文書を長時間費やさずに読み解き、それらについて自信を 
持ちディスカッションできるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 3: ῞βϥЈиТϱрЕкЍϼЄдр 

OVERVIEW: 

「第一印象」にセカンドチャンスはない」と言いますが、初対面の相手の前で何を言うか、 

どう振る舞うか。「その瞬間」が「その後」の成功を左右すると言っても過言ではありません。 

第一印象は自己紹介できまります。このモジュールでは、よい第一印象を与える自己紹介の 

仕方を徹底的に身に付けます。 

SKILLS:  
Å 自己紹介において自分自身についての「適切な情報」を選択方法 
Å 初対面の相手の前で自信を持って自己紹介の仕方 

Learn:  MHGプロセスを用い、良い第一印象を残す 

Practice:  グループの前で「適切」な自己紹介をし、「自信」を表現する。 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、グローバルビジネスのシチュエーションにおいて自信を感じさせる 
セルフイントロダクションができるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 4: ϵТϴϼГϰУЮАЈ˔ЅрϽ 

OVERVIEW: 

アイデアを他者に伝え、それが正しく理解されるには、明確でロジカルなメッセージを 

構築しなければなりません。メッセージを適時適所で伝えなければならない。 

このモジュールでは、効果的に聞き手の注意を引く方法や、インパクトのあるメッセージの
構築方法を学びます。 

SKILLS:  
Å 聞き手を惹きつける方法 
Å 重要な情報の選択 
Å 明確かつロジカルにメッセージの説明 

Learn:  CDRAプロセスを用いたエフェクティブメッセージ 

Practice:  
様々なビジネスシチュエーション（例：上司から承認を得る、外部ベンダーとの 
交渉時、または同僚との協働など）におけるエフェクティブメッセージを発信する。 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、グローバル環境下において、リラックスし自信を持って、インパクト
のあるメッセージを発信できるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 5: РЅКІФйЉрГ˔Єдр 

OVERVIEW: 

効果的なビジネスプレゼンテーションのためには、有益でロジカルかつ関連性のある方法で、
聞き手を惹きつける事が重要です。このモジュールでは、記憶に残る 

ビジネスプレゼンテーションの準備と実行方法を学びます。 

SKILLS:  
Å プレゼンテーションの内容準備 
Å プレゼンテーション用ボディーランゲージ 
Å プレゼンテーションでの話し方 

Learn:  MHGプロセスを用いたビジネスプレゼンテーション 

Practice:  プレゼンテーション実演練習 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、自信と落ち着きを持って、ビジネスプレゼンテーションを行い方を 
学びます。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 6: σТϰ˔ЖНАϼ 

OVERVIEW: 

直属の上司として、またはプロジェクトマネジャーとしてなど、他者のパフォーマンスを管理する
立場の場合、良い結果を生みだすために、有益な助言・批判を与える必要が出てきます。 

このモジュールでは、建設的かつモチベーションアップに繋がる、他者へのフィードバックを 

学びます。 

SKILLS:  
Å 称賛と認識の表し方 
Å クリティカルレビューの表し方 

Learn:  EDAプロセスを用いた称賛・認識 GEDAプロセスを用いたクリティカルレビュー 

Practice:  
フィードバックの重要性を認識し、グローバルベースでの同僚と部下への 
フィードバックの与え方を学ぶ 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、他者の業務に良い影響をもたらすために、有益なフィードバックを 
適切な機会を見極めながら与える方法を学べます。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 7: ¬ϺаАЎЩ˔иºϸрНЈ˔Єдр 

OVERVIEW: 

他者との会話にアクティブに参加するには、良い聞き手となる事が大切です。同意と不同意の部分
を見極め、積極的に意見交換する。 

会話内容を想定し、事前準備できる場合もありますが、往々にして効果的な会話の 

キャッチボールというものは、自然発生的なものであり、当然ながら相手の反応に左右されます。 

SKILLS:  
Å 効果的な聞き手になる方法 
Å 様々なレベルの同意の伝え方 
Å 自発的な応答 

Learn:  COR プロセスを用いたキャッチボールカンバセーション 

Practice:  
ペースの速いビジネス環境で、多様なバックグラウンドの同僚達との自然な 
会話方法を学ぶ 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、グローバルビジネスにおける会話で、適切で自然かつアクティブに 
発言することを学べ、自身の貢献が認識されるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 8: ᵔẶ  

OVERVIEW 
会話のキャッチボールが上手くいっても、理解や同意が難しい時があります。そのような 
場合、同意がなされない原因の分析し、会話の方向性を合わせることで同意が得られるか 
考える必要があります。 
このモジュールでは、不同意の理由を見極め、会話を好ましい方向へ向かせる方法、 
場のテンションが高まる前に会話を終える方法などを学びます。 

SKILLS : 
Å 不同意の理由の見極め（例：ロジカルシンキングが出来ていない、異なった価値観） 
Å 会話の目的やテーマを前提をリフレーム（再設定）する。 

AGENDA:  

Learn:  理解共有を得るためのCORSプロセス 

Practice:  
会話のキャッチボールの中での意見の食い違いの原因を突き止め、会話の 
目的やテーマを再設定する。 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、難しい会話においてリードし、ディスカッションの目的やテーマを 
再設定し、不本意な結果へ導かないように会話を終えることが出来るようになります。 



ЯЅв˔и 9: ϯЂ˔ГϰУКІ 

OVERVIEW: 

人間の全ての関わりにおいては、感情や力関係の微妙なレベルを醸し出します。 時に、 

誰かの意見への反応がアグレッシブに受け取られ、場の雰囲気が緊張する原因にもなります。 
逆に、誰かの意見への反応が受け身であると思われ、不利な立場に陥る場合もあります。 

SKILLS:  
Å ダイレクトかつ礼儀正しく話す方法 
Å 長い付き合いを育むための話し方 

Learn:  
アサーティブに話すテクニックと原則：アサーティブ・アグレッシブ・パッシブの
違いを学ぶ 

Practice:  ビジネスにおいてアサーティブに話す方法 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、アサーティブ・アグレッシブ・パッシブの違いを学び、 
アサーティブに話せるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 10: ϵТϴϼГϰУ Ь˔ГϰрϽ 

OVERVIEW: 
互いの目的の理解と理想の結果を踏まえた成功するビジネスミーティングは、「事前準備」 
「場の設定」「ミーティングの終え方」の３ステッププロセスに基づいたディスカッションを 
行います。 
このモジュールでは、ビジネスミーティングの進め方や準備のプロセスまた、「求める結果」へと導き方
などを学びます。 

SKILLS:  
Å ミーティング準備 
Å 成功するミーティングの舞台作り 
Å 成功するミーティングの終え方 
Å ミーティング中に起こりうる難しい場面の乗り切り方 

Learn:  準備ポイント：場作り、ミーティングの終わり方、難しい場面の対応テクニック 

Practice:  
ビジネスミーティングのロールプレイスタイルを作り、ファシリテーターが 
海外拠点の同僚役となり、また、研修参加者が疑似ミーティングを行う。 

By the end of this module, you will be able to:  
このモジュールでは、効果的なミーティングとは何かを理解し、ミーティング上で障害になりうる問題を
把握し、ミーティング成功へ向け、自信を持ちながら貢献できるようになります。 

AGENDA:  



ЯЅв˔и 11: ТϮЄзГ˔Єдр 

OVERVIEW  
ミーティングで参加者が多い時、ディスカッションのトピックが非常に重要かつ難しいなど、 
ミーティングを円滑で効果的に行う目的で、ファシリテーターの導入が必要な場合があります。 
ミーティングのファシリテーションは通常、原理原則、標準的テクニック及びツールをベースに 
行います。このモジュールでは、効果的なファシリテーターの役割と責任について学びます。 
 
SKILLS:  
ミーティング参加者間の会話の指示・ガイド方法 
様々なファシリテーションのテクニックとツールの使い方 
“難しい”参加者への対応 

Learn:  ミーティングファシリテーションの原理原則、テクニック及びツール 

Practice:  ミーティングファシリテーションの準備：ファシリテーターは海外拠点の同僚などの
役を演じ、選ばれたミーティング参加者はミーティング演習を行う。 

By the end of this module, you will be able to : 
このモジュールでは、ファシリテーターの役割と責任を理解し、ミーティングファシリテーションを 
自信を持って執り行えるために必要な、ファシリテーションのテクニックとツールを理解できるように
なります。 

AGENDA:  



ᾆ Ⱨ  

1. ὊְχϽк˔НиᴟτΰΪθⱳ ḅ Ῑ χӾיּ  
CASE 

╥ᴥ  
中堅管理職候補７名 
 
ᾆ  
欧州外資系企業の日本本社（製造業）ではアジアでの急速なマーケット拡大に向け、 経営のグローバル化に 柔軟に 
対応できる中堅管理職（次世代幹部候補者）の育成の一環として、グローバルコミュニケーション力向上を目指す。 
 
ᾆ ὂ 
研修受講者の大半は英語を日常業務の中で使うが、月に１度の海外拠点との定例ビデオ会議などでは、発言も少なく
なりがちで意見も事前に用意した原稿を読むこともしばしばだという。 また、数か月に一度は海外で地域責任者が 
集まる会議が開催され日本側代表としてプレゼンテーションを行うこともある。 日常英会話以上を常に求められる 
ポジションであり、 プレゼンテ―ション力を向上させ、会議での発言力を上げ、グローバル環境でリーダーシップを
発揮出来る人材の育成が急務。 

ם ῇχᾆ ╥ᴥּיχ  
 

Å 日本での従来のプレゼンテーション方法（スライドを使い一目でわかる説明等）で外国人にも十分に伝わると
思っていたが、やはり話術がないと説得力に欠け、出席者が飽きて集中力がなくなることを改めて感じた。 

Å 表や図よりもコミュニケーション力の強化が重要であると再確認した。 
Å 実践的なロールプレイにより、問題点が浮き彫りになり、改善点やこれからの課題が見えた。 
Å グローバルリーダーシップを発揮するには英語力アップだけでなく、「グローバルマインド」を育む事が 
       とても大切であると気がついた。 



ᾆ Ⱨ  

2. Ͻк˔НиРЅКІᾆ  ˕ σϥϽк˔НиᴟτΰΪο 
CASE 

ᾆ  
海外出張または、業務上、海外と連携とる必要のある本社勤務の方を対象に、より強いコミュニケーション力と 
交渉術（ネゴシエーション力）を身につけることを目的とした研修。 
 
ᾆ ῇχ ᴣ 

ם ῇχᾆ ╥ᴥּיχ  
 
ÅRole Playing形式でのLessonが多く、内容も実際の業務の内容や、日々の業務での課題に近いものが多く、 
    大変為になりました。また、何度も色々なシチュエーションでの Practiceを経験できたことで、自信が 
    つきました。 
Å英語に限らず、日本語で行う社内の会議にも役立つことが多かった。日本国内でのコミュニケーションにも 
    大切なことばかりなので、日常的に意識して業務に活かそうと思います。 

有益度 理解度 

予習度 テーマ・内容評価 講師評価 

課題の量 
5多-1少 

課題の難
易度 

5難-1易 

難易度 
5難-1易 

内容 役立ち度 
理解させ
ようとし
ていたか 

考えさせ
ようとし
ていたか 

参加しや
すい雰囲
気を作ろ
うとして
いたか 

講師総合
評価 

平均評価 4.95 4.62 4.19 3.62 4.10 4.90 4.86 5.00 4.95 4.90 5.00 

※ ほとんどの項目で4ポイント以上の高評価をいただきました。 



„℅ᵫ◐ϘπχТк˔ 

Step 1 Σ Μ›ϩδ 
まずはメールでお問い合わせください。 
info@gramercyengagement.com  
英語deリーダーシップ®は、お客様に合わせてカスタマイズ 
されたプログラム構成が基本となっております。人数や規模など、
お問合せ内容に記載していただけると大変スムーズです。 

Step 2 έ  
貴社の営業方針、人事育成方針をヒアリングさせていただき、 
ご相談の上で貴社に適した講座内容を構築いたします。 

Step 3 ӛʾᾋ ϜϤʾἸ  
ご相談内容に合わせカスタマイズし、ご提案させていただきます。 

Step 4 „℅ᵫ◐ 



ФкТϰ˔и 

ブライアン シャーマン 
Bryan Sherman  

⁯Williams College Ộˢ זּ◗ ᶘAKP ᶘˣ 
 
ima  consulting, llc . ( ⁯NY◕ˣ 
人事コンサルタントとして主にニューヨーク市及び南カリフォルニア地域の日系企業
を対象に、人事評価制度の構築と運用、給与システム導入支援と運用サポート、各種
社内研修の企画・実施。南加地域では日系最大手人材派遣会社と業務提携、人事部ア
ウトソーシング導入を推進。積極的に現地化を目指す当地の日系企業へ人事戦略を支
援。 
 
SCS USA, Inc  ( ⁯NY◕: ⁯ ЀрСв˔Ќ˔ЄІГЭЇᶴ꜠ᵓּז 
人事総務部長としてニューヨーク本社及びテキサス支社の人事管理責任者、人事制度
関連業務福利厚生制度の企画・運営（401kプランの管理、団体健康保険契約時におけ
る交渉等）採用解雇の管理、就業規則改訂及び他諸規定の作成、人事制度、報酬制度、
業績管理制度構築。 
 
ТϮ˔ІЕзГϱзрϽᶴ꜠ᵓּז Ằ  זּ
グループ人事部にてグローバル人事業務に参画。拡大する欧米露アジア店舗の人事戦
略の構築。グローバル採用に向け、アジア主要大学において学生への企業PR活動。 
 
ϽжЫЄ˔ ϵрϿ˔ЅЮрЕ Ͻи˔Фᶴ꜠ᵓּז  
【専門分野および講師経験】 
専門分野： グローバル組織人事管理: 人事コンサルティング、グローバルコミュニ
ケーション戦略、グローバル会議ファシリテ―ション、リーダーシップ、マネジメン
ト 
講師経験： 企業内研修「英語de人事®」及び「英語deリーダーシップ® 」コースの構
築及び講師を担当 
大手企業の中間管理職研修の講師を担当 
中堅企業のグローバルマインド育成研修の講師を担当 
事業実績：http:// gramercyengagement.com/2015/casestudy.html  
 
【資格および著書】 
• Senior Professional Human Resources (SPHR), Society of Human Resources 
• 早稲田大学トランスナショナルHRM研究所 招聘研究員 
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社名： 
Company Name： 

グラマシー エンゲージメント グループ株式会社 
Gramercy Engagement Group, Inc.  

代表取締役社長： 
President： 

ブライアン シャーマン 
Bryan Sherman  

設立日： 
Establishment Date ： 

2010年2月1日 
February 1, 2010 

取引銀行： 
Bank Information ： 

三井住友銀行 
Sumitomo Mitsui Banking Corporation  

所在地： 
Our Location ： 

〒105-6027 東京都港区虎ノ門4-3-1 城山トラストタワー 27階 
Level 27, Shiroyama Trust Tower 4 -3-1 Toranomon , Minato -ku, Tokyo 105-6027 
Japan 

TEL： 
E-Mail： 
Website： 
Affiliate Websites:  

(03) 6751-3526 
info@gramercyengagement.com   
www.gramercyengagement.com  
www.rungramercyrun.com  
www.eigodejinji.com  
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www.eigoderinen.com  
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